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【背景・目的】
根管治療した歯は根管充填後に支台築造を行

い，補綴装置が装着される．近年，その支台築
造法には直接法でのレジン支台築造が多用され
ている．直接法でのレジン支台築造には，光重
合型，化学重合型およびデュアルキュア型ボン
ディングシステムによる，根管窩洞でのポスト
の維持が重要である．しかしながら，ボンディ
ングシステムの重合様式と根管内象牙質の接着
部位の違いが接着強さに与える影響は不明な点
が多い．本研究では，異なるボンディングシス
テムと根管象牙質の接着部位の違いが接着強さ
に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした．

【方法】
試料にはウシ抜去歯の歯根を用いた．歯軸と

平行に直径３mm，深さ 14mm の支台築造のた
めの窩洞形成を行った．窩洞を 18％ EDTA，
３％ NaOCl，蒸留水で十分に洗浄し，水中に
５日間 37℃で留置した．その後，根管内を十
分に乾燥し，各ボンディングシステムを各社指
示にしたがって窩洞内象牙質面に作用させ，支
台築造用レジンを充填し光照射によって硬化さ
せた．ボンディングシステム（BS）として，
光重合型（Light：G プレミオボンド，GC，スコッ
チボンド ™ ユニバーサルアドヒーシブ，3M），
化学重合型（Chemical：クリアフィルニュー
ボンド，クラレ，ボンドマーライトレス，トク
ヤマデンタル）およびデュアルキュア型（Dual：
ビ ュ ー テ ィ ー デ ュ ア ル ボ ン ド EX， 松 風， 
i-TFC ルミナスボンド，サンメディカル）を用
いた．支台築造した試料は，水中に７日間
37℃で静置した．試料の歯軸に対して垂直に，
厚みが 1.0mm となるように歯冠側から根尖側
へと断続的に切断した．得られた円板状試料の

レ ジ ン 部 位 を 万 能 材 料 試 験 機（EZ-LX：
Shimadzu）を用いてクロスヘッドスピード
0.5mm/min で押し出し試験を行い，最大荷重
か ら 接 着 強 さ を 算 出 し た． 根 管 接 着 部 位

（Region）は歯冠側から根尖測を３等分し，そ
れぞれ歯冠側をＣ群，中央部をＭ群，根尖側を
Ａ群とした．得られたデータを BS と Region
を要因とする二元配置分散分析および Tukey
の多重比較により検定した（n=24, α＝ 0.05）．
また，押し出し試験後の破断様式を観察し，カ
テゴリー１：根管象牙質からレジンが抜けてい
るもの（象牙質とレジンとの界面破壊），カテ
ゴリー２：レジンが破壊しているもの（レジン
の凝集破壊），カテゴリー３：根管象牙質とレ
ジンが一体となって破壊しているもの（象牙質
とレジンの凝集破壊），カテゴリー４：根管象
牙質の破壊とレジンと根管象牙質との界面での
破壊（混合破壊）に分類した．破断様式の割合
はχ ² 検定および残差分析を行った（n=24, α
＝ 0.05）．

【結果】
接着強さの二元配置分散分析の結果，BS と

Region の因子間に交互作用は認められず，BS
因子内でのみ有意差を認めた．Ｃ群では，
Light に対して Chemical が有意に大きい値を
示した．Ｍ群では，Light に対して Chemical
および Dual が大きい値を示した．Ａ群では，
Light に対して Chemical および Dual が大きい
値を示した．

押し出し試験後の破断様式の割合は，Ｍ群，
Ａ群でカテゴリー１が Chemical と比較して
Light で有意に大きい値を示した．また，Ｍ群
でカテゴリー３が Light と比較して，Chemical
で有意に大きい値を示した．Ａ群でカテゴリー
３が，Chemical，Dual と比較して Light で有
意に小さい値を示した．

【考察及びまとめ】
本研究では，異なるボンディングシステムと

根管象牙質の接着部位の違いが接着強さに及ぼ
す影響を調べた．その結果，Light がＭ群およ
びＡ群で有意に小さい接着強さであり，また，
同群で界面破壊が多く認められた．このことは，
光照射器の照射光の強度と照射距離との関係が
ボンディング材の硬化と関係したと考える．つ
まり，本研究では 14mm と深い窩洞で実験を
行っているため，照射光が中央部から根尖部に
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掛けて十分に到達しなかったことによる，ボン
ディング材の硬化が影響したと考えられる．

接着強さの大きかった Chemical では，Ｍ群
でレジンと根管象牙質の凝集破壊が有意に多
く，Ｍ群，Ａ群で界面破壊が有意に少なかった．
このことは，化学重合型ではボンディング材が
均一に硬化したため，レジンと根管象牙質が一
体となって破断したと考えられる．

以上より，光重合型ボンディングシステム
（Light）は，根管の深部で光照射不足による接
着不良が推測され，また，化学重合型ボンディ
ングシステム（Chemical）は，接着強さが部
位に依存せず，深い窩洞での接着に有効である
ことが示唆された．
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【背景・目的】
癌細胞の悪性化において，上皮間葉転換

（EMT）は重要な役割を果している．我々はこ
れまでに，ヒト口腔扁平上皮癌（hOSCC）細
胞において，EMT 関連転写因子の Slug 及び
Sox9 は，TGF- β 1 刺 激 で 発 現 が 上 昇 し，
E-cadherin などの上皮マーカーの発現を抑制
し，N-cadherin などの間葉マーカーの発現を
増大させて EMT を誘導することを見出してい
る．しかしながら，hOSCC における EMT 誘
導性転写因子による転移の調節機構の詳細は明
らかにされていない．一方，癌組織には癌関連
線維芽細胞（cancer-associated fibroblast, CAF）
や腫瘍随伴マクロファージ（tumor-associated 
macrophage,TAM）が共存しており，浸潤転
移に関与していること知られている．しかし，
CAF や TAM が hOSCC 細胞の浸潤・転移に

どのように関わるのかについては依然不明な点
が多い．そこで hOSCC 細胞が産生・分泌し，
CAF や TAM との細胞間相互作用に関わると
予測されるサイトカイン及びケモカインに注目
して，その作用について調べた．

【方法】
hOSCC 細胞として，HSC-4 細胞株を用いた．

サイトカイン及びケモカインに関与する遺伝子
とタンパク質は RT-qPCR 及びウェスタンブ
ロット法により解析した．細胞遊走能は，トラ
ンスウェルアッセイにより行った．

【結果】
サイトカイン及びケモカインの発現につい

て，HSC-4 細胞における TGF- β 1 処理による
遺伝子発現変化を，PrimerArray を用いて網
羅的に調べた．その結果，CXCL14 は，TGF-
β 1 処理により有意に発現が増大した．そこで，
他の hOSCC 細胞株での TGF- β 1 依存的な
CXCL14 の発現について調べた結果，TGF- β
1 に応答する SAS では，発現の増大を認めた．
HSC-4 細胞において，CXCL14 は，24 時間以
降 48 時間で有意に発現が増大した．CXCL14
は，頭頸部扁平上皮癌では，悪性度が高い癌細
胞ほど発現量が低下していることが示されてい
るが，その分子機構は明らかではない．一方，
CAF の分泌する CXCL14 が乳癌細胞の EMT
を惹起することが報告されている．そこで，
HSC-4 細胞由来 CXCL14 のオートクリンある
いはパラクリン的な作用について，細胞遊走能，
細胞増殖能や EMT に着目して調べている．

【考察及びまとめ】
HSC-4 細 胞 は，TGF- β 1 処 理 に よ り

CXCL14 を強く発現した．今後の方針として，
１）CXCL14 が HSC-4 細胞の EMT にどのよ
うに影響するかについて調査を行う．２）
CXCL14 のケモタキシス誘導活性について，単
球 THP-1 細胞及び TAM 誘導刺激を施したマ
クロファージ細胞を用いて誘引作用を調べ，免
疫系細胞との相互作用について調査を行う．３）
これまでに，CXCL14 により活性化された
CAF は口腔癌細胞以外の癌細胞の遊走性を亢
進することが知られている．そこで，線維芽細
胞 NIH-3T3 を CAF モ デ ル に 見 立 て， こ の
NIH3T3 細胞と TGF- β1 刺激後の HSC-4 細胞
との共培養系において，HSC-4 細胞の細胞遊走
能の変化について調査し，その細胞遊走能亢進
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